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ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
本

県
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い

も
の
で
す
。
こ
の
協
定
に
基

づ
き
、「
本
県
で
働
く
魅
力
」

を
専
修
大
学
の
学
生
の
皆
さ

ん
に
広
く
発
信
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
で
は
、
以
前

か
ら
進
学
や
就
職
の
機
会
を

通
し
て
若
い
方
々
の
活
力
を

い
か
に
本
県
に
呼
び
込
ん
で

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
課
題

で
し
た
。
こ
れ
に
加
え
県
内

の
企
業
に
お
い
て
は
、
熊
本

地
震
の
発
生
に
よ
り
、
震
災

か
ら
の
復
興
と
将
来
の
発
展

を
担
う
人
材
を
求
め
る
機
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
県
で
は
、
16

年
12
月
に
策
定
し
た
「
熊
本

復
旧
・
復
興
４
カ
年
戦
略
」

に
基
づ
き
、
地
域
や
産
業
を

支
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成

を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
施
策
と
し
て
、「
熊

本
県
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

県
外
か
ら
熊
本
へ
の
就
職
を

希
望
さ
れ
る
方
の
相
談
対
応

や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
働
く
人
が
い
き

い
き
と
輝
き
、
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
企
業
を
「
ブ

ラ
イ
ト
企
業
（
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
の
対
極
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

熊
本
県
の
造
語
）」
と
し
て

認
定
し
、
そ
の
企
業
の
魅
力

的
な
取
り
組
み
を
、
就
職
イ

ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
広
く
Ｐ

Ｒ
し
、
県
内
外
の
若
者
が
県

内
企
業
に
多
く
就
職
し
て
も

ら
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
熊
本
県
は
、
世
界
に
誇
る

カ
ル
デ
ラ
を
持
つ
雄
大
な
阿

蘇
や
、「
長
崎
と
天
草
地
方

の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産

の
登
録
を
目
前
に
控
え
た
崎

津
集
落
が
あ
る
天
草
な
ど
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化

に
恵
ま
れ
た
大
変
住
み
よ
い

地
域
で
す
。

　
ま
ず
は
、
熊
本
の
地
域
や

企
業
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
き
、
学
生
の
皆
さ
ん

の
将
来
の
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
ぜ
ひ
、
熊
本
で
の
就

職
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
学
生
の
皆
さ

ん
、
熊
本
の
地
で
夢
を
実
現

し
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
４
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
か
ら
２
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
今
回
の
地

震
で
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら

多
大
な
る
ご
支
援
や
温
か
い

励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
、

熊
本
県
民
は
大
い
に
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
同
年

10
月
に
、
本
県
は
専
修
大
学

と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
支
援

に
関
す
る
協
定
を
締
結
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
定

締
結
は
、
復
興
を
担
う
人
材

の
確
保
を
は
じ
め
、
地
震
か

復
興
と
発
展
の
担
い
手
と
し
て

【熊本県ＵＩＪターン就職支援センター】http://kuma-turn.jp/

【ワンストップジョブサイトくまもと】http://furusato-shigotonet.jp/

熊本県知事

　決まった語の組み合わせから成る表

現を「慣用句（成句）」や「イディオ

ム」と呼ぶのに対し、共起しやすい

（よく一緒に用いられる）語の組み合

わせを「連語」、あるいは「コロケー

ション」とい

う。外国語の

学習においては、単語や慣用句だけで

なく、連語を覚えることが非常に役に

立つ。

　たとえば、英語で「化粧」は“make

up”と言うが、「厚化粧」は何と言えば

よいだろうか。化粧が濃いことを表す

形容詞は“heavy”（あるいは“[too] 

much”など）がよく用いられるので、

“heavy makeup”などと言えばよい。

　では、さらにもう一歩進んで、「厚

化粧をしている」と言いたければ、何

と言えばよいだろうか。

　これは、“wear heavy makeup”や

“wear too much makeup”などと言

う。“makeup”という語がどういった

形容詞や動詞と一緒に用いられやすい

かを知らなければ、なかなかパッと出

てこないのではないだろうか。単語を

たくさん覚えたのに、いざ文を作ると

なると覚えた

単語をうまく

使いこなせないという人は、連語も意

識して覚えてみることをおすすめす

る。

　市販の連語辞典を活用するのもよい

し、自分が読んだ文章からお気に入り

の連語を抜き出して、オリジナルの

（単語帳ならぬ）連語帳を作ってもよ

いだろう。100個、200個、と覚えてい

くうちに表現力が格段に豊かになるに

違いない。
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単語学習から連語学習

英語

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
企
業
の

採
用
選
考
活
動
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
友
人
か
ら
内
定
を

獲
得
し
た
と
聞
き
、
焦
り
を

感
じ
て
い
る
学
生
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
就
職
活
動

は
、
早
く
内
定
を
獲
得
す
る

こ
と
よ
り
、
自
身
が
納
得
し

て
進
路
を
決
定
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
６
月
21
日

（
木
）、28
日（
木
）に
は
サ
テ

ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
専

大
生
を
採
用
し
た
い
企
業
が

会
社
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
入
退
場
自
由
、
私
服
で

の
参
加
も
可
能
で
す
。
こ
の

機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
行
動

し
、
業
界
や
企
業
、
職
種
の

視
野
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
や
就

職
活
動
を
意
識
し
て
、
少
し

ず
つ
準
備
を
始
め
ま
し
ょ

う
。
就
職
活
動
で
は
自
身
が

相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
「
書

く
・
話
す
」
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
６
月
中
旬
以
降
に

実
施
す
る
文
章
力
養
成
講
座

で
は
、
読
み
手
の
存
在
を
意

識
し
た
文
章
化
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
伝
え
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
詳
細
は
、
専
修
大
学
ポ

ー
タ
ル
や
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
掲
示
板
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
第
31
回
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時

６
月
22
日
（
金
）

18
時
30
分
〜
▽
場
所

川
崎

市
多
摩
市
民
館
大
ホ
ー
ル
▽

曲
目

ワ
ー
グ
ナ
ー
「
リ
エ

ン
ツ
ィ
」
序
曲
ほ
か
▽
指
揮

林
憲
秀
氏
※
入
場
無
料

問senshuphil@gmail.com

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
フ
ェ
ア

▽
日
時

６
月
29
日
（
金
）

正
午
〜
13
時
30
分
▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
１

階
広
場
▽
内
容

煙
体
験
、

消
火
体
験
、
地
震
体
験
車
乗

車
、
炊
き
出
し
な
ど

※
先
着
２
０
０
人
に
防
災
食

を
配
布

問
神
田
学
生
生
活
課
☎
03
・

３
２
６
５
・
６
８
２
４

　
会
計
教
育
１
０
０
周
年
・

会
計
学
科
50
周
年
を
機
会

に
、会
計
学
研
究
所
は
、記
念

事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
講

演
会
を
前
期
と
後
期
に
１
回

ず
つ
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
前
期
は
、７
月
３
日
（
火
）

に
東
海
学
園
大
学
の
古
賀
智

敏
経
営
学
部
教
授
（
学
部

長
、
研
究
科
長
）
に
、「
変

化
の
中
で
の
企
業
会
計
の
系

譜
と
発
展
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
市
場
経

済
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
経
済

及
び
知
識
創
造
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
経
済
と
い
う
時
代
変

化
の
中
で
、
企
業
会
計
は
ど

の
よ
う
に
変
革
し
て
き
た

か
、
そ
の
背
景
を
探
り
つ
つ

次
世
代
の
企
業
会
計
の
方
向

性
を
示
し
て
い
た
だ
け
る
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
後
期
は
、10
月
16
日
（
火
）

に
有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法

人
の
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
統

合
報
告
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・

エ
ク
セ
レ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

の
齋
尾
浩
一
朗
氏
に
講
演
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
テ

ー
マ
は
「
統
合
報
告
書
を
読

ん
で
み
よ
う
〜
企
業
価
値
の

創
造
を
理
解
す
る
〜
」。
統

合
報
告
は
、
２
０
１
３
年
12

月
に
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
（
国
際
統
合

報
告
評
議
会
）
か
ら
統
合
報

告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い

て
世
界
中
の
企
業
が
統
合
報

告
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
統
合
報
告
書
は
、
17
年
現

在
で
世
界
で
は
１
６
０
０
社

が
開
示
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
そ
の
四
分
の
一
の
企
業

が
開
示
し
て
い
る
と
い
う
統

　
公
認
会
計
士
の
仕
事
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
公
認
会

計
士
・
監
査
審
査
会
常
勤
委

員
の
松
井
隆
幸
氏
が
「
拡
大

す
る
公
認
会
計
士

の
社
会
的
役
割
」

と
題
し
た
講
義
を

５
月
28
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

っ
た
。
商
学
部
・

奥
西
康
宏
教
授
の

「
会
計
監
査
論
」

の
授
業
の
一
環
と

し
て
、
外
部
講
師

を
招
い
て
行
う
特

別
講
義
で
、
学
生

や
一
般
か
ら
約
２

７・10月に公開講演会

会計学研究所記念事業

計
が
あ
り
、
財
務
会
計
で
も

管
理
会
計
で
も
ホ
ッ
ト
な
研

究
テ
ー
マ
を
話
し
て
い
た
だ

け
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。（
詳
細
は
会
計
学
研
究

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
）

　
こ
の
機
会
に
会
計
学
研
究

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
伊
藤
和
憲
商
学
部
教
授
・

会
計
学
研
究
所
長
）

商　

学　

部

会
計
監
査
論

松
井
氏
が
特
別
講
義

０
０
人
が
聴
講
し
た
。

　
金
融
庁
の
「
公
認
会
計
士

・
監
査
審
査
会
」
の
仕
事
と

し
て
、
公
認
会
計
士
試
験
の

実
施
、
監
査
事
務
所
の
審
査

お
よ
び
検
査
、
公
認
会
計
士

学
生
に
語
り
か
け
る
松
井
氏

　
首
都
直
下
型
地
震
が
発
生

し
、
大
学
で
避
難
生
活
を
送

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
｜
｜
。

学
生
部
傘
下
団
体
の
専
修
神

田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｋ

Ｖ
）
が
５
月
12
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
の
第
一
体
育
室
で

災
害
時
避
難
所
想
定
対
策
訓

練
を
実
施
し
た
。
約
30
人
が

安
全
に
避
難
所
を
運
営
す
る

方
法
を
考
え
、
解
決
策
を
学

ん
だ
。

　
前
日
夕
方
に
地
震
が
発
生

し
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

で
一
夜
を
過
ご
し
た
と

の
想
定
。
本
格
的
に
避

難
所
を
機
能
さ
せ
る
た

め
、
▽
情
報
収
集
▽
衣

食
住
ス
ペ
ー
ス
確
保
▽

備
蓄
確
認
▽
炊
き
出
し

▽
簡
易
ト
イ
レ
作
製
｜

｜
の
５
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
行
動
し
た
。
情

報
収
集
班
は
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
消
火

へ
の
懲
戒
処
分
な
ど
の
調
査

審
議
な
ど
が
あ
る
。
松
井
氏

は
公
認
会
計
士
の
社
会
的
使

命
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ

れ
て
い
る
要
件
、
試
験
制
度

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
た
。

　「
公
認
会
計
士
の
仕
事
は

日
本
市
場
の
健
全
な
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
上
場
す

る
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
役
割
も
増
え
て

お
り
、
将
来
性
の
あ
る
仕
事

だ
」
と
強
調
し
た
。

器
の
設
置
場
所
な
ど
を
確
認

し
、
簡
易
ト
イ
レ
作
製
班

は
、
段
ボ
ー
ル
で
簡
易
ト
イ

レ
を
作
っ
た

写
真
。

　
災
害
対
策
本
部
長
を
務
め

た
Ｓ
Ｋ
Ｖ
の
中
田
千
聖
さ
ん

（
法
２
）
は
「
大
学
生
は
避

難
所
運
営
の
主
体
と
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
災
害
時
に
は
学
ん
だ

こ
と
を
活い

か
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

避
難
所
運
営
学
ぶ

Ｓ
Ｋ
Ｖ


